
子育てを支える家族や

地域の絆の大切さを考えてみませんか？

家族の日

令和元年11月17日（日）

家族の週間

令和元年11月10日（日）～23日（土）

「ワイルドエドベンチャースクール」の11・12月の

予定をお知らせします。

11月2日（土） 野菜収穫・販売体験

（山形大学学生と活動）

11月30日（土） 収穫感謝祭

ドリームキャッチャーづくり

（山形大学学生と活動）

12月21日（土） 土器づくりなど

※開催日や内容は状況により変更になる

場合があります。

※詳細はプログラムごとにご案内します。

問い合わせ先 中央公民館 ☎43-2350

毎年多くのご応募をいただいております≪「おくの

ほそ道」最上町俳句大会≫ですが、今年は１０月３

１日（木）がお申込みの締切となっております。

ご応募いただいた作品は審査員の大類つとむ先

生とやまだなつめ先生が審査を行い、入選作品を

決定し、町のホームページで発表いたします。

また、入選された方には後日入選作品集と賞品を

お送りいたします。

毎回ご好評いただいているなでしこサロンの

11月の予定をお知らせいたします。

詳細は全戸配布のチラシをご確認ください！

11月14日（木） ＵＶレジン

11月21日（木） かぎ編みの小物作り

※いずれも時間は13：30～15：30

※会場は中央公民館になります。

問い合わせ先

集落支援員 栗林 ☎43-2350（中央公民館内）
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《最上町生涯学習スローガン》 町民ひとり １学習 １スポーツ １地域活動

なでしこサロン今後の予定★⁺.

たくさんのご応募ありがとうございます!!

10月6日（日）に毎年恒例となったつくし会の自主
事業を開催しました。
会場では、仮装をした「つくし会」の会員と最上郡
内のボランティアサークル「SAKEKKO」、「ヤング
サーモンズ」（鮭川村）、「SUGI☆スターズ」（金山
町）が来場者を出迎えました。
会場内では、プラバン・ビーズアクセサリー、牛乳
パックランタン、型抜き、バルーンアート作りの5ブー
スが設けられ、この日は80人の親子が参加し会場
は大いに盛り上がりました。
「楽しくてまだ帰りたくない！」や、「来年も絶対に来
るね」という子どもたちの声に、高校生からは「楽しん
でもらえてよかった。これからも子どもだけではなく、
町の人に喜んでもらえるような活動をしていきた
い。」と話していました。

最上町高校生ボランティアサークル「つくし会」

ハ ロ ウ ィ ン パ ー テ ィ ー

ワイルドエドベンチャースクール

令和元年度 放課後子ども教室事業



☆新しい本が続々入荷中です☆

≪山形県出身作家作品≫

＊「みどり町の怪人」 彩坂美月著（光文社）

＊「１１９」 長岡弘樹著（文藝春秋）

≪第21回大藪晴彦賞受賞作品≫

＊「肉弾」 河崎秋子著（KADOKAWA）
≪第72回日本推理作家協会賞・第21回大藪晴彦受賞作品≫

＊「凍てつく太陽」 葉真中顕著（幻冬舎）
≪第32回三島由紀夫賞受賞作品≫

＊「いかれころ」 三国美千子著（新潮社）

＊「クジラアタマの王様」 伊坂幸太郎著（NHK出版社）

＊「さよならの儀式」 宮部みゆき著（河出書房新社）

＊「レンタルなんもしない人のなんもしなかった話」

レンタルなんもしない人著（晶文社）

＊「70歳のたしなみ」 坂東眞理子著（小学館）

＊「やめられる人とやめられない人の習慣」

大平信孝著（明日香出版社）

＊「いちばんわかる！ずっと使える！

新・棒針編みの基本」 （ブティック社）
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「時間(とき)の花束 Bounquet du temps

幸せな出逢いに包まれて」

三浦百恵著（日本ヴォーグ社)

「今、暮らしの中に手仕事の時間があることを
とても幸せに思っています。」（あとがきより）

結婚を機に、家族を思うあふれるような愛から始

まった針仕事。家庭を守りながら、日々の時間を大

切に丁寧に紡ぎながら、静かに、愛情豊かに、そし

て真摯に作り続けてきた作品の数々が、1冊の作品

集にまとまりました。

作品は、初めて公開する子どもや家族、友人の

ためにつくった温かく微笑ましい作品から、クリエイ

ターとしての斬新な作品までを掲載。それらにまつ

わる数々のエピソードや、キルトづくりの舞台裏のス

トーリーも共感を誘います。

これは、作り方のハウツー本

ではなく、最愛の家族、敬愛す

る友人達への想い、ともに過ご

してきた大切な時間（とき）を、

キルトで綴った物語です。

手作りの時間が、こんなにも

人生を豊かに彩ることを教え

てくれる、感動の、そして待望

の1冊です。

.

寒くなるこれからの季節に・・・

≪鶏・玉ねぎのあったかスープ≫

材料（2人分）：玉ねぎ 1個、鶏手羽なか 10本

ショウガ 1㎝、水 800ｍｌ

コンソメ 9ｇ、だし醤油 大さじ1杯

オリーブオイル 大さじ1杯

ローリエ（あれば） 1枚

作り方
①、皮をむいて芽と根を落としまるごと鍋に入れ、そ

の周りに鶏手羽なかを並べて皮をむいて薄切りにし

たショウガを散らす。

②、①に水とコンソメ半分、ローリエを加えて強火で

煮る。沸騰したら弱火にして蓋をしたまま20分煮る。

③、玉ねぎが柔らかくなってきたら、残りのコンソメと

だし醤油を加えてさらに20分煮る。

④、玉ねぎを食べやすい大きさに崩してオリーブオ

イルを回しかけさらに5分煮る。

⑤、火を止め、粗熱が取れたら完成！

☆時短したい時は事前に玉ねぎをくし切りにしても◎


